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報 告
平成25年度JICA地域別研修「母子保健(仏語) (A) 」コースの実践報告
一研修生へのアンケー ト調査およびアクションプランの内容から一
正岡経子')、林 佳子2)、大日向輝美')
') 札幌医科大学保健医療学部看護学科
2) 札幌医科大学助産学専攻科
本稿の目的は、 本学で実施した平成25年度JICA地域別研修 「母子保健 (仏語) ( A) 」 の評価から今後
の課題を明らかにすることである。 評価は研修生へのアンケー トと研修生が作成したアクションプランの
分析から行った。アンケー トの結果、ほぼ全ての研修内容について「非常に役に立つ」「まあまあ役に立
つ」との回答を得た。 自由記述の分析では【母子保健に関する新しい知識と方法】 【助産師の活動範囲とケ
ア方法に関する知見】 【技術演習の内容と指導方法】 【実習計画の作成と指導体制】 【卒後教育とスタッフ
管理】 【看護職の役割および責任】 【障害児に対するチー ム支援の有益性】 【教育およびケア環境の整備】
【医療安全】 の9 カテゴリーが抽出され、研修生が自国での活動に貢献する知識や技術を得ていたことが
明らかになった。 また、アクションプランでは研修で扱った感染予防や技術教育がテー マにあげられ、研
修生の関心に対応したプログラムであったことが示唆された。 
キー ワー ド: 母子保健、アフリカ、 JICA、地域別研修、研修プログラム
Report on JICA Training Maternal and Child Health (French, A)
according to a trainee questionnaire and action plan
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The purpose of this paper was to identify future tasks based on the evaluation of JICA Training, 
Maternal and Child Health for French-speaking countries in Africa, carried out at this school during 2013. The evaluation was performed using a questionnaire given to trainees and an analysis of the 
action plan they developed. The trainees considered almost al training content to be either"very helpful" or"somewhat helpful" Nine categories were abstracted from the analysis of the free answers: 
"New information and methods regarding Maternal and Child Health," "Knowledge of the range of activity and care methods of midwives," "Contents of skil practice and guidance methods" "Creation 
of the practice plan and guidance system," "Management of postgraduate education and staff," "Roles and responsibilities in nursing," "Usefulness of team assistance of handicapped children," and 
"Medical treatment safety" As shown in our results, the trainees could gain knowledge and skils that would contribute to their activities in their own countries. Furthermore, regarding the action 
plan,activities to prevent disease, and skil education addressed in the training, the program appeared to satisfy the interests of the trainees as shown by the themes they raised. 
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1. はじめに
本学保健医療学部は、独立行政法人国際協力機構(以下、
JICA) が行っている仏語圏アフリカ地域を対象とした研
修委託機関として2007年度より研修生を受け入れてきた。 
本研修には毎年7~9名の研修生が参加しており、この7年
間の受け入れ人数は、累計12ヵ国58名となっている。 本研
修の目的は、 発展途上国における保健医療従事者の人材不
足および保健医療サー ビスの質の低下を改善するために、
アフリカの看護師および助産師に対し、母子保健に関する
適切な教育・ 研修が提供できるよう教育機関の講師陣の能
力強化を図ることである。 今年度は、5ヵ国から8名の研修
生を受け入れ40日間の技術研修を実施した。 本稿では、研
修生を対象に行ったアンケー トおよび研修生が発表したア
クションプランから明らかになった平成25年度の研修評価
および次年度の課題について報告する。 
11. 母子保健(仏語) (A) コー スの研修の概要
1. 研修の到達目標
以下の5 つの到達目標を設定している。
1 ) 日本における母子保健の実態と母子保健医療サー ビス
の現状と課題について理解する。
2 ) 日本における看護教育制度とその動向について理解する。
3 ) 母子保健サー ビスに関わる保健師、助産師教育のカリ
キュラムとその展開について理解する。
4 ) 看護職の卒後教育と母子保健関連の卒後教育について
理解する。
5 ) 日本の母子保健および人材育成の経験をふまえ、自国
での適用性を考慮し、アクションプランを提言する。 
2. 研修生の概要
本年度の研修生は8名で、 女性7名、男性1名であった。 
研修生の背景は表1 の通りである。
3. 研修期間
平成25年9月24 日~1 1月9 日
4 . 研修プログラム
1 ) 来日~技術研修開始前まで
研修生は、来日後の約1週間で日本の政治・ 行政、経済、
教育に関するジェネラルオリエンテー ション、生活上の諸
注意の他、 研修内容についてのオリエンテー ションをJICA 
の担当者より受けた。
2 ) 技術研修プログラム
研修プログラムの詳細は、表2 の通りである。 今年度の
研修プログラムは、到達目標をふまえ「日本の看護師・ 保
健師・ 助産師の教育内容および教育環境を知ること」 と
「日本の保健医療機関で行われている看護職のケア、 サー
ビスおよび施設・ 設備を知ること」 の観点から本学の研修
担当者が内容を検討した。 特に今年度は、 これまでの研修
生の要望と今年度の研修生の属性を考慮し、看護・ 助産技
術演習や乳児健診の見学など帰国後看護および助産活動に
直接反映できる研修内容を取り入れた。
3) 技術研修終了後
研修生は、帰国後4 ヵ月以内に所属機関メンバー と研修
成果について共有し、アクションプランの進行状況につい
て報告することが義務づけられている。 
11. 研修内容に関する評価方法
1. 評価に用いたデー タ
今年度の研修内容を評価するために、 以下の2 つのデー
タを用いた。
1 ) 本学のJICA担当者が作成したアンケー ト: 質問項目
表1 平成25年度研修生の概要
出身国 現 職 研修で学びたい事項 コー トジボアール
共和国 大学附属病院の 助産師 助産師と看護師の能力強化の為の新しい教育システム。母子感染予防プログラムおよびHIV及びAIDSの母子の医学的 ・ 心理的ケアについて。 
コンゴ民主共和国 高等医療技術機関 助産学科の教員 日本の母子健康維持システムとサー ビスについて。 助産師教育および研 修システムの理解。 
コンゴ民主共和国 産科病院の分娩室 助産師長 入院中および退院後の母子ケア母子保健サー ビス実施における能力強化の方法。 
ギニア共和国 産科医師長 マタニティー サー ビスの責任者として妊産婦ケアのあり方。 モー リタニア・ 
イスラム共和国 国立看護師・ 助産師 学校の教員 日本の母子保健サー ビスについて。 助産師および看護師に対する教授方法。 新人研修、パラメディカル現職研修を改善するための知識。 モー リタニア・ イスラム共和国 国立看護師・ 助産師 学校の教員 
ニジェール共和国 市立病院の看護師 母子保健サー ビスと質の高い管理について。 日本の母子保健制度と地域 における発展についての理解。 
ニジェール共和国 市保健部・ 母子保健 主任 看護師と助産師の母子保健分野の能力向上のための継続研修について。 
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表2 平成25年度地域別研修 「母子保健 ( フランス語A) 」 プログラム(技術研修期間のみ) 日 付 時 刻 態 研 修 内 容 
9/30 (月) 
9 : 00 ~ 9 : 40 オリエンテー ション 10: 00 ~ 12 : 00 日本の1 i=護教育制度と看護学教育カリキュラムの概要 13 : 30 ~ 14 : 00 学長表1 l訪問 14 : 30 ~ 16 : 00 学内見' 
10/ 1 (火) 
9 : 30 ~ 11 : 00 実習指i '方法 13 : 30 ~ 15 : 00 日本の1 i=護の歴史 15 : 30 ~ 16 : 30 日本のj 科・ 婦人科医療の動向 
10/ 2 (水) 
9 : 30 ~ 11 : 00 日本のf t健師養成と地域看護教育 13 : 10 ~ 14 : 40 会 カントl ー レボー ト発表会 15 : 00 ~ 17 : 00 カントl ー レボー トディスカッション 17 : 00 ~ 科内会ロ 
10/ 3 (木) 
9 : 30 ~ 11 : 30 看護技l :教育の実際 12 : 20 ~ 12 : 50 学部長懇談 14 : 10 ~ 16 : 00 日本における助産師の歴史と役割 
10/ 4 (金) AM アクシ ンプランに関する説明会 PM 自己' 
10/ 7 (月) 9 : 00 ~ 11 : 30 助産' t科カリキュラムの概要 13 : 00 ~ 16 : 20 助産i i習の見学 ・ 助産活動に関する学生とのディスカッション
10/ 8 (火) 9: 30 ~ 10: 10 母性i iカリキュラムの概要 10: 20 ~ 12 : 00 :育の実際 13 : 30 ~ 16 : 30 .リl 三法の基本 
10/ 9 (水) 
9 : 30 ~ 11 : 30 iカリキュラムの概要 12 : 30 ~ 13 : 10 :職員との交流 14 : 00 ~ 15 : 00 義 における小児医療の動向と乳幼児に多い感染症とその対策 15 : 30 ~ 談 
10/10 (木) 
10: 00 ~ 11 : 00 学 大 '   病院見学 13 : 30 ~ 15 : 00 義 病院の感染対策:周産期に多い感染症に焦点を当てて 15 : 15 ~ 16 : 30 習 手洗いの演習 
10/11 (金) 9 : 30 ~ 12 : 00 演習 助産師が行う命の教育 13 : 30 ~ 15 : 30 
10/15 (火) 9 : 30 ~ 11 : 30 市の母子保健施策について 13 : 30 ~ 15 : 30 大学病院訪問 (産科周産期科・ 小児科) ※2 グルー プに分かれて見学 
10/16 (水) 9 : 30 ~ 12 : 00 日本・ 北海道の看護職能団体・ 卒後教育研修 13 : 30 ~ 15 : 30 大学病院訪問 (産科周産期科・ 小児科) ※2 グルー プに分かれて見学 
10/17 (木) 
9 : 30 ~ 11 : 30 自己学習 13 : 30 ~ 14 : 30 日本女性の心身の健康と治療 14 : 30 ~ 15 : 30 産科専門施設における医師と助産師の連携 15 : 30 ~ 16 : 00 病院見' 
10/18 (金) 10: 00 ~ 13 : 00 演習 PCM研1 )-PCM手法理解 14 : 00 ~ 17 : 00 PCM研1 )一問題分析 
10/19 (土) 9 : 00 ~ 12 : 00 演習 PCM研1 )一目標設定 13 : 00 ~ 16 : 00 PC )- プロジェクト立案 
10/21 (月) 9 : 30 ~ 12 : 00 日; .師が行う性教育の実際 13 : 30 ~ 15 : 00 母・ ・のl tに関する作業療法士の役割と活動の実際 15 : 15 ~ 16 : 30 母・ ・のl tに関する理学療法士の役割と活動の実際 
10/22 (火) 
9 : 30 ~ 12 : 00 大1 i病院における看護管理とスタッフ教育 13 : 10 ~ 14 : 20 基l 3看護方法 (ベッドパス) 演習の見学 14 : 30 ~ 16 : 00 t安全管理について 
10/23 (水) 9 : 00 ~ 10: 30 保l l所 1 歳半健診 視察 ※第1 G(4名) PM 自己学習 
10/24 (木) 9 : 30 ~ 11 : 30 5S-KAIZENセミナー ① PM 自己学習 
10/25 (金) 9 : 00 ~ 10: 30 保健所4ヵ月健診 視察 ※第2G(4名) 14 : 00 ~ 15 : 30 ンファレンス 16 : 00 ~ 17 : 00 見学 本館 
10/28 (月) 
10: 00 ~ 10: 30 見学 合医療・ 療育センター訪問 施設説明 10: 30 ~ 11 : 30 合医療 ・ 療育センター施設見学 ( 2 グルー プに分かれる) 11 : 30 ~ 12 : 00 講義 合医療 ・ 療育センター看護師長からの説明及び質疑応答 12 : 00 ~ 13 : 10 休憩 休み 13 : 10 ~ 14 : 00 見学 i学校訪問 学級訪問 14 : 00 ~ 14 : 15 i学校訪問 学校紹介・ 見学 14: 15 ~ 
10/29 (火) 
9 : 30 ~ 10: 30 i所の役割と母子保健の現状と課題 10: 40 ~ 11 : 40 i振興局内保健所における母子保健の活動状況と課題 12 : 00 ~ 13 : 30 13 : 30 ~ 15 : 30 i振興局内町立病院における周産期医療の現状と助産師の役割 
10/30 (水) 
10: 00 ~ 10: 30 二資料館 見学 10: 30 ~ 11 : 30 :興社 見学 t・ 懇談、休憩 13 : 00 ~ 17 : 00 i振興局内町立病院の活動(産婦人科医師と助産師の連携等) _師の活動の実際 i振興局内母子健康センター 訪問 施設内見学 a (中標津→新千歳) 
10/31 (木) 9 : 00 ~ 11 : 30 自 己学習 14 : 00 ~ 17 : 00 講義/演習 産所見学 開業助産師の活動 
11/ 1 (金) 9 : 30 ~ 11 : 30 ンファレンス 研修旅行のまとめ 13 : 30 ~ 16 : 30 講義 5S-KAIZENセミナー ② 
11/ 5 (火) 自習 アクションプラン作成準備 ( 自習) アクションプラン作成準備 ( 自習) 
11/ 6 (水) 自習 アクションプラン作成準備 ( 自習) 15 : 30 ~ 16 : 30 交流会 茶道部 
11/ 7 (木) 9 : 30 ~ 12 : 30 発表会 アクションプラン最終発表会 13 : 30 ~ 16 : 00 アクションプラン最終発表会 
11/ 8 (金) 
14 : 00 ~ 16 : 00 評価会 16 : 30 ~ 17 : 00 閉講式 17 : 00 ~ 18 : 00 閉講パー ティー  
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は、 I . 研修内容47項目の自国での活動に対する有益性
について「非常に役に立つ」~ 「全く役に立たない」の
5件法で回答を求めたもの、1. Iで「あまり役に立た
ない」、「全く役に立たない」 と答えた理由についての自
由記載、nl. 研修内容についての意見・ 感想についての
自由記載で構成されている。 アンケー トは1週間分の研
修終了時に研修生に配布し、 その場で回収した。
2 ) JICAが作成した質問票: 研修成果に関する質問項目
のうち、研修を通じて学んだ日本の知の中で、自国の課
題解決に貢献する知識、技術、技能についての自由記載
内容をデー タとして用いた。
2. 分析方法
各研修内容について5件法で回答を求めた質問項目 につ
いては単純集計し、 自由記載内容については研修を通して
印象深かった内容および今後の自国での活動に貢献する知
識や技術に関する内容に着目し、 その類似性に沿って分類
した。 分析は複数の研究者で行い、 結果の妥当性の確保に
努めた。
3. 倫理的配慮
研修生には、アンケー ト結果は研修評価として学内外で
公表する予定であること、アンケー トは無記名であるため
個人が特定されることはないことを口頭および書面で説明
し同意を得た。 また、 JICAが作成した質問票については
研修生以外にも JICA北海道の関係者の承諾を得た。 
rv 結 果
1. 研修内容の自国での活動に対する有益性
研修内容47項目について分析した結果、「2 : あまり役
に立たない」および「1 : 全く役に立たない」と回答した
研修項目はなかった。殆どの研修内容は「5 : 非常に役に
立つ」および「4 : まあまあ役に立つ」と回答されており、
47項目の平均点は4.7点であった。また、全員が「5 : 非
常に役に立つ」 と回答していた研修内容は、『日本の保健
師養成と地域看護教育』、『日本の助産師が行う性教育の実
際』、 『根室振興局内保健所における母子保健の活動状況と
課題』、 『根室振興局内町立病院における周産期医療の現状
と助産師の役割』および『助産院の見学: 開業助産師の活
動の実際』 であった。
2 . 研修を通して印象深かった内容および自国での活動に
貢献する知識や技術
記述内容を分析した結果、9 カテゴリーに分類された。 
その内容を表3 に示す。
1 ) 【母子保健に関する新しい知識と方法】
妊婦健診や乳幼児健診の視察を通して、 自国の母子保健
活動に取り入れる必要性を実感していた。 また、道東の母
子保健活動および周産期医療の視察を通して、 札幌近郊だ
けでなく遠隔地方においても医療サー ビスや看護ケアの基
準が維持されていることに関心を示していた。 
2) 【助産師の活動範囲とケア方法に関する知見】
大学および産科専門病院や助産院の見学、 助産師の活動
やケア実践の説明、 思春期の性教育や命の教育を通して、
助産師が担う役割の広さや出産の安心と安全を守る環境づ
くり、継続ケアや足つぼ(経穴) など具体的な知識を獲得
していた。
3 ) 【技術演習の内容と指導方法】
本学の看護および助産技術演習の内容 ・ 方法についての
説明、技術演習の授業見学などを通して、学内演習を行う
重要性を認識していた。
4 ) 【実習計画の作成と指導体制】
助産学専攻科の実習計画や実習施設の見学を通して、 実
習計画の有用性や学習をサポー トする大学と実習施設との
連携・ 協力体制の重要性についてあげられていた。
5 ) 【卒後教育とスタッフ管理】
大学病院における看護・ スタッフ管理、および医療安全
管理の講義を通して、新人看護師の指導方法やスタッフ管
理について有益な知識を得ていた。
6 ) 【看護職の役割および責任】
日本の看護教育制度や助産師の歴史と役割などの講義を
通して、看護職の役割の重要性やプロフェッショナルとし
ての姿勢について再認識していた。
7 ) 【障害児に対するチー ム支援の有益性】
総合医療・ 療育センターや養護学校の視察、母子の健康
に関わる理学療法士および作業療法士の活動についての講
義を通して、障害児・ 者に対する支援体制についてあげら
れていた。
8 ) 【教育およびケア環境の整備】
教育環境や医療機関などの他、 視察先の全てにおいて衛
生が保たれ、整備されていることに関心を示し、自国へ活
用する必要性を感じていた。
9) 【医療安全】
日本の医療安全制度が整備されていること、患者および
看護者の安全を確保するための管理体制についてあげられ
ていた。
3 . アクションプランで取り上げられた各研修生のテー マ
研修生は、最終日に日本の母子保健および人材育成の経
験から得た知識をふまえ、 自国での適用可能性のあるアク
ションプランを発表した。 その概略を表4 に示す。 
v 考 察
本調査の結果、 本年度の母子保健研修プログラムは、 研
修生から高い評価を受けていることがわかった。 その背景
には、研修生のニー ズと現職などの属性が関連していると
考える。 研修生8名の出身国であるアフリカは開発途上国
の中でも5歳未満の乳幼児死亡率は日本の37倍と報告され
ており' )、 研修参加国の抱える母子保健問題は深刻な状況
にある。 研修生は、自国の母子保健の改善に向けて日本の
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表3 研修を通して印象深かった内容および自国での活動に貢献する知識や技術カテゴリー 研修生の記載内容 
母子保健に関する 新しい知識や方法 
日本の母子保健体制と妊婦健診の実施状況を学んだ 
保健所の役割や乳児健診について新しい情報を得た 
札幌から離れた地方においても同じ医療サー ビスや看護ケアが提供されていることが 
印象深かった 母子保健に関する新しい知識や方法を学んだ 
人々 の生命を預かる上で有益な知識を得た 帰国後に実施する母子保健活動に変化をもたらすツールを得た 
助産師の活動の広さ と 
新しい知見 
安心して出産できる環境について学んだ 
家庭訪問や電話相談による継続ケアについての知識を得た 助産師が行 う性教育の重要性 
助産師の活動の多様性について興味深かった 
陣痛促進のための足のつぼを初めて学んだ 
住民のための助産師活動について実践的な情報を得た 
技術演習の内容と 指導方法 
実習室で見た学生と教員の実習に向けた取り組み方が参考になる 学生に対する実習指導法を活用したい 
手洗いの技術 看護・ 助産技術の指導方法 ( 2 人) 実習に向けた学内演習の方法 
実習計画の作成と 指導体制 
助産師教育における実習計画とそのフォロー教育機関と実習施設との連携および協力体制 ( 3 人) 実習指導者の育成 
卒後教育と 
スタッフ管理 
看護スタッフの管理の仕方(2人) 
初めてスタッフ管理の方法を学んだ 新人看護師の指導方法 ( 2 人) 卒後教育法と評価法 ( 2 人) 現任教育 
看護職の役割 
および責任 
人間の健康の重要性を理解 
今まで認識していた保健師の責務以外にも役割があること 
時間の正確さ 仕事に対する責任感 
患者の意思決定を尊重する姿勢 
障害児に対する チー ム支援の有益性 
身体/知的障害者に対する作業療法士の役割 
母子保健に関する作業療法士と理学療法士の活動が非常に有益 障害児への支援の実際や組織編成が興味深かった 
教育およびケア環境の 整備 
実習室と講義室の良く なされた整備 患者ケアに必要な機材や組織の整備に感心した 
いたるところが清潔だった 職場の衛生、整備 ( 2 人) 清潔で整頓された職場 
医療安全 医療安全制度 医療安全管理 ( 2 人) 
母子保健サー ビスの発展から学びたいとい う強い動機を持つ
ており、かつ学びたい内容としてあげた事項と研修項目が
一致していたことが高い評価を受けた一要因であると考え
る。特に、全員が「5 : 非常に役に立つ」と回答していた
研修は、母子保健サー ビスについて講義と視察の両方から
実感できたと同時に、地域の母子保健を守る看護職の幅広
い活動を知り、自国に活用出来る可能性を研修生が見出し
た結果といえる。 講義や実習、視察などの複合的アプロー
チを用いた研修デザインは、先行調査2) においてもその有
効性が報告されており、今後の研修計画策定においても継
続する必要があると考える。 一方、 ヒト免疫不全ウイルス
(以下、HIV) 及び後天性免疫不全症候群(以下、AIDS) 
の母子の医学的・ 心理的ケアについては、国連ミレニアム
開発目標の1 つであり、かつ研修生のニー ズとしてあげら
れているにも関わらず、病院の感染対策で一部触れたのみ
であった。母子感染の中でもHIV及びAIDSは、アフリカ地
域での取り組みが必要不可欠な健康問題であり、次年度の
研修項目に取り入れる必須事項と考える。
研修生は、 8名全員が病院や地域および教育機関で母子
保健サー ビスに携わっており、卒前・ 卒後の看護師・ 助産
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表4 研修生のアクションプランの概略
出身国 テーマ プランの内容 
コー トジボアール
共和国 
産前・ 産後の女性 および乳幼児健診 
の充実 
1. 本研修で得た知識にっいて関係者と共有 2 . 母親学級を開催し健康診査の必要性の理解向上 3 . 啓発活動のための冊子作成 
コンゴ民主共和国 
助産実習教育の 
ための学習モニタリング評価 
1. 助産技術演習技術マニュアルの作成 
2 . 学習モニタリング方法の検討 3 . 学生の学習達成状況を評価するための基準作成 
コンゴ民主共和国 母子の感染予防 : 手指の殺菌と衛生 
1. 本研修で得た知識にっいて病院スタッフと共有 
2 . 手洗いのトレーニングをスタッフと実施 
3 . 手洗いおよび消毒に関する基準作成(ケア提供者、妊産褥婦、家族) 4 . 衣類や靴の衛生に関する規則の作成 
5 . 妊産褥婦および家族への啓発活動 
ギニア共和国 妊産婦の食生活の 改善 
1. 本研修で得た知識にっいて関係者と共有 
2 . 戸別訪問による妊産婦の食生活についての啓発活動 
3 . バランスのとれた食生活についてのワー クショップの開催 
モー リタニア・ 
イスラム共和国 
看護および助産 基礎教育における 技術の統一 
1 . 本研修で知つた技術教育に関する知識について関係者と共有 2 . ケア技術統一 に対する教員の理解を促進 
3 . 技術マニュアルの作成 
4 . 学習状況のモニタリング評価基準の作成 
モー リタニア・ 
イスラム共和国 
看護実習室および 教材の整備と活用 
1. 学校のスタッフを一 同に集め、 本研修で得た知識をフィー ドバック2 . 教育環境を整備する重要性の理解を促進 3 . 演習技術の見直しおよび実習室の活用方法の改善 
ニジェール共和国 母子が生活する 環境衛生の整備 
1 . 本研修で知つた技術教育に関する知識について関係者と共有 
2 . 妊産婦および5 歳未満の子どもがいる家庭を戸別訪問し、衛生に関す る啓発活動 3 . マスメディアを通して啓発キャンペー ンを実施 
ニジェール共和国 乳幼児健診の改善 
1 . 本研修で知つた技術教育に関する知識について関係者と共有 2 . 各地区の乳幼児健診実施状況の把握 3 . コミュニティー リーダーの啓発 4 . 戸別訪問を行い健診の重要性を説明 
師の教育に関わっていた。開発途上国の母子保健問題の改
善と助産師の知識および技術の向上は密接に関連している
ことから、本年度は特に看護・ 助産技術演習や妊婦および
乳児健診の見学など自国での活動に直接反映できる内容を
多く取り入れた。研修生の記述内容では、母子保健や助産
ケアに関する知識、技術演習や実習計画、卒後教育とスタッ
フ管理についての記載が多く、 これらの内容が現職におけ
る活動に直結するものとして研修生の興味・ 関心に沿って
いたものと考える。 アフリカ地域の新生児小児保健医療研
修成果に関する杉森らの報告2 )においても研修生の印象深
かった事項は本調査と一致する内容が多くあげられている
が、 卒後教育やチー ム医療の有益性についての報告はなかっ
た。 開発途上国における現任看護師・ 助産師教育の必要性
にっいてはいくっか報告3-4) があり、出産の安全を確保す
るための看護・ 助産技術の向上に関するプログラムは重要
である。 チー ム医療に関して中村5) は、国際協力に活かせ
る日本の知識として母子保健サー ビスにおける多職種の連
携をあげている。 本研修生のチー ム医療の有益性に関する
学びは、 母子の健康に関する理学療法士および作業療法士
の役割と活動についての講義と視察を取り入れた本学なら
ではの成果であると考える。 
本研修では、 研修最終日に自国での活動を具体化したア
クションプランの作成が達成目標としてあげられている。 
アクションプランのテー マには、妊産褥婦および乳幼児健
診、 母子感染予防のための手指の清潔、 看護および助産技
術演習や実習計画が選択されていた。 研修では多くの知識
に触れ様々 な経験をしたと思われるが、これらの内容が研
修生の今後の活動と して期待できる可能性を含んでいる。 
アクションプランの概略をみると、手洗いの技術活用をプ
ランに取り入れた研修生1名以外は、研修を通して得た知
識から自国に適用する戦略やどのような看護・ 助産技術を
強化したいと考えているのかなど、プランの具体性にかけ
るものが多かった。 日本の母子保健サー ビスを各国の事情
に合わせて適用するためには、 その有用性を関係スタッフ
に伝達すると共に自国に取り入れる実践的なアクションプ
ランの作成が必要となる。 今後は、パレスチナやモロッコ
において日本の母子健康手帳の普及に成功したプロジェク
ト報告6) などを参考にしながら、研修生の興味関心に焦点
を絞り、帰国後の活動に直結するアクションプラン作成に
向けた関わりが課題と考える。
先行調査では、 開発途上国における現任助産師教育の課
題と して師長など管理職にあっても助産業務に必要な知識
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および技術が不完全な状況が報告されている4)。このこと
から次年度以降の研修では、研修生自身の知識・ 技術の確
認を含め、より正確な知識・ 技術の獲得に向けた研修生を
対象とした技術演習の必要性が示唆された。
本調査は、 研修中および研修終了時のアンケー ト調査に
より評価を行った結果である。 研修評価として研修中の研
修生の発言や質問事項を経時的に記録分析することにより、
研修生の根本的な関心事が明らかにでき研修の質を向上さ
せる手段の有効性も報告されており7 )、 今後は研修のモニ
タリング・ 評価方法を再検討することも課題と考えている。 
VI ま と め
研修生を対象に行ったアンケー ト調査より、 今年度の研
修プログラムはおおむね研修生のニー ズに合致しており、
研修生にとって短期的なインパクトとして残る研修内容が
明らかになった。 今後は、 HIV及びAIDSに関する知識の充
実、看護・ 助産技術や学生および現任助産師教育方法など
日本の母子保健サー ビスに関する知識や技術を自国に適用
するため実践的な具体策の立案をサポー トする研修計画に
していく必要がある。今回の調査により、研修の短期的評
価としては良好であったが、 この成果を研修生の出身国の
母子保健改善に反映させることが真の目的であることから、
長期的評価として自国での活用状況を把握することが研修
後のフォロー アップとして重要であり、研修内容や実施方
法の見直しにつながると考える。 
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